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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
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問１－１３ あなたは、これまでの生活の中で、次の（１）～（５）の方と一緒に生活
したり、働いたり、活動したりするなど、何らかの交流がありましたか。
（下の（１）～（５）ごとに、右の １～４ のいずれか１つに○）
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（１）障がい者の人権問題の解決に熱心に取り組んでいる人

（２）外国人の人権問題の解決に熱心に取り組んでいる人

（３）部落差別問題（同和問題）の解決に熱心に取り組んでいる人

（4）性的少数者（ＬＧＢＴ）の人権問題の解決に熱心に取り組んでいる人

問１－１４ 学校や職場、日常生活の中で、誰かが差別的な発言をしたとき、あなたはどういった態度をとりますか。ま
たは、とると思いますか。（○は１つ）

１． 差別的な発言であることを指摘して、差別について話し合う（と思う）
２． おもて向きは話を合わせるが、何とか差別はいけないことを伝える（と思う）
３． おもて向きは話を合わせ、自分も差別的な言葉を口にしてしまう（と思う）
４． 他の話題に変えるよう努力する（と思う）
５． 何もせずに黙っている（と思う）
６． その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７． わからない

　問２　女性の人権についておたずねします

あなたは、男女平等が実現していると思い
ますか。
（下の（１）～（３）ごとに、右の １～７ のいず
れか１つに○）
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（１）家庭の中では、
（２）職場では、
（３）地域生活（自治会活動など）では、

（５）（１）～（４）以外の人権問題の解決に熱心に取り組んでいる人

（１）女性の幸福は結婚にある
（２）結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい

（３）夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである
（４）女性は結婚したら、夫や子どもなど家庭を中心に考えて生活したほうがよい

（５）結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない
（６）家事や育児についても夫婦で分担したほうがよい

あなたは、女性に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。（○はいくつでも）

　１．「家事は女性」など男女の固定的な役割分担意識に基づく差別的取扱いを受けること
  ２． 「婦人」、「未亡人」、「家内」のように女性だけに用いられる言葉が使われること
　３．女性が管理職になりにくいなど職場において差別待遇を受けること
　４．セクシュアルハラスメント、マタニティハラスメント
　５．配偶者やパートナーからの暴力などのドメスティック・バイオレンス
　６．売春・買春
　７．アダルトビデオなどに出演したことで被害を受けること
　８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　９．特に問題はない
１０．わからない

結婚、家庭、出産、子育てについての考え方で、あなたのご意
見に最も近いものはどれでしょうか。
（下の（１）～（６）ごとに、右の １～５ のいずれか１つに○）
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問１－８ あなたは、次にあげる法律や条例をどの程度ご存じですか。
（下の（１）～（４）ごとに、右の １～４ のいずれか１つに○）
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問１－１０ あなたは、この５年間で、人権に関する映画やビデオ、テレビ番組を見たり、ラジオ放送を聴いたりしたこと
がありますか。（○は１つ）

　１．ある　　　　　　　　２．ない
問１－１１ あなたは、この５年間で人権に関する講演会や研修･学習会等に何回くらい参加しましたか。（○は１つ）

　１．１回もない　　　　２．１～４回　　　　３．５～１０回　　　４．１１回以上

問１－１２ あなたは、人権の大切さを多くの人に知ってもらうには、どんな方法が効果的だと思いますか（または、あな
たならどれが良いですか）。（○はいくつでも）

　１．講演会、シンポジウム、研修会
　２．展示会（資料、写真等）
　３．広報紙・パンフレット・ポスター
　４．テレビ・ラジオを利用した啓発広報
　５．映画・ＤＶＤを利用した啓発広報
　６．新聞・雑誌・週刊誌を利用した啓発広報
　７．ＳＮＳ・Eメール（メールマガジン等）を利用した啓発広報
　８．交通広告（電車やバス等の車内広告や車体広告、駅での広告等）
　９．ワークショップ（参加者による少人数の討論会や参加体験型学習等）
１０．高齢化や障がいの擬似（ぎじ）体験
１１．高齢者・障がい者・外国人等との交流会
１２．自由な意見の交換ができる会合
１３．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１４．特にない
１５．わからない

（１）障害者差別解消法（障害を理由とする差別の解消の推
進に関する法律）（平成２８年）
（２）ヘイトスピーチ解消法（本邦外出身者に対する不当な差
別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律）（平成２
８年）
（３）部落差別解消推進法（部落差別の解消の推進に関する
法律）（平成２８年）
（４）大分県部落差別等あらゆる不当な差別の解消等に取り
組む人権尊重社会づくり推進条例（平成２１年）

問１－９ 県や市町村が出している広報紙に、人権に関する記事が掲載されることがあります。あなたはこの５年間で
そのような記事を読んだことがありますか。（○は１つ）

　１．読んだことがある　　　　　　２．読んだことがない（または、そのような記事は見たことがない）
　３．県や市町村の広報紙を見たことがない
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（１）家庭では、
（２）社会（地域生活など）では、

問３－２ あなたは、高齢者に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。（○はいくつでも）

　１．経済的な自立が難しいこと
　２．働ける能力を発揮する機会が少ないこと
　３．差別的な言動をされること
　４．振り込め詐欺や悪徳商法の被害者が多いこと
　５．家庭内での看護や介護において、嫌がらせや虐待を受けること
　６．病院や施設において、劣悪な扱いや虐待を受けること
　７．一人暮らし、閉じこもり、寝たきり等への不安やそれらによる不便があること
　８．アパート等への入居を拒否されること
  ９．意見や行動が尊重されないこと
１０．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．特に問題はない
１２．わからない

　問４　子どもの人権についておたずねします

　問３　高齢者の人権についておたずねします

問３－１ あなたは、高齢者の状況をどう感じていますか。
（下の（１）～（２）について、右の １～５ のいずれか１つに○） 大
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問４－２ あなたは、子どもに関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。（○はいくつでも）

　１．いじめを受けること
　２．体罰を受けること
　３．虐待を受けること
　４．いじめ、体罰や虐待を見て見ぬふりをされること
　５．進学先や就職先の選択などの子ども本人の希望（意見）を大人が無視すること
　６．学力による評価が優先し、多様な能力が評価されないこと
　７．家庭の経済状況が理由で、子どもが自己実現できないこと（子どもの貧困）
      　　　　（自己実現：自分の可能性を開いたり、能力を発揮したり、希望をかなえたりすること）
　８．家庭の中で、年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負っていること（ヤングケアラー）
　９．児童買春・児童売春・児童ポルノ等の対象となること
１０．性的行為や暴力シーンを子どもに見せること
１１．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１２．特に問題はない
１３．わからない

問４－１ あなたは、子どもの様子をどう感じていますか。
（下の（１）～（３）ごとに、右の １～５ のいずれか１つに○） 幸
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（１）家庭では、
（２）学校では、
（３）地域（家庭や学校以外）では、
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（１）法律や制度の上で、
（２）日常生活で、

問５－２ あなたは、障がい者に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。（○はいくつでも）

　１．職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること
　２．結婚問題で周囲の反対を受けること
　３．就職･職場で不利な扱いをされること（就職の機会がない、職場での合理的配慮に欠ける等）
　４．差別的な取扱い・言動をされること
　５．悪徳商法の被害を受けること
　６．アパート等への入居を拒否されること
　７．宿泊施設や公共交通機関の利用、店舗等への入店を拒否されること
　８．スポーツ・文化活動・地域活動に自由に参加できないこと
　９．じろじろ見られたり避けられたりすること
１０．必要な社会的支援や合理的配慮を受けられないこと
１１．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１２．特に問題はない
１３．わからない

◆ひとことメモ「合理的配慮」
　障がいがある方から、何らかの配慮を求める意思の表明があった場合には、負担になりすぎない範囲で社
会的障壁を取り除くために必要で合理的な配慮を行なうこと。

　問６　部落差別問題（同和問題）についておたずねします

問６－１ あなたは、被差別部落（同和地区）の人に対して、差別意識を持った人がいると思いますか。（○は１つ）

　１．差別意識を持っている人はもういなくなった　　→質問６－３へ
　２．ほとんどの人が差別意識は持っていない   　→質問６－３へ
　３．なかには差別意識を持っている人がいる
　４．差別意識を持っている人はまだ多い
　５．わからない　　→質問６－３へ

　問５　障がい者（精神障がい者を含む）の人権についておたずねします

問５－１ あなたは、障がい者の人権は保障されていると思いますか。
（下の（１）～（２）ごとに、右の １～５ のいずれか１つに○）

問６－２ （質問６－１で  「３または４」  を選んだ方に ）
あなたは、差別意識は近い将来なくすことができると思いますか。（○は１つ）

　１．完全になくすことができる　　　　　　２．かなりなくすことができる　　　　　　３．なくすことは難しい

問６－３ あなたが部落差別問題（同和問題）を初めて知ったきっかけは何ですか。（○は１つ）

　１．家族（祖父母、父母、兄弟等）から聞いた
  ２．親戚の人から聞いた
　３．近所の人から聞いた
  ４．職場の人から聞いた
　５．学校の友だちから聞いた
  ６．学校の授業で習った
　７．テレビ･ラジオ･新聞･本等で知った
  ８．インターネットで知った
　９．部落差別問題の集会や研修会で知った
１０．県や市町村の広報紙やパンフレット等で知った
１１．部落差別問題は知っているがきっかけは覚えていない
１２．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１３．部落差別問題を知らない　　→質問６－５へ
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（１）家庭では、
（２）社会（地域生活など）では、

問３－２ あなたは、高齢者に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。（○はいくつでも）

　１．経済的な自立が難しいこと
　２．働ける能力を発揮する機会が少ないこと
　３．差別的な言動をされること
　４．振り込め詐欺や悪徳商法の被害者が多いこと
　５．家庭内での看護や介護において、嫌がらせや虐待を受けること
　６．病院や施設において、劣悪な扱いや虐待を受けること
　７．一人暮らし、閉じこもり、寝たきり等への不安やそれらによる不便があること
　８．アパート等への入居を拒否されること
  ９．意見や行動が尊重されないこと
１０．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．特に問題はない
１２．わからない

　問４　子どもの人権についておたずねします

　問３　高齢者の人権についておたずねします

問３－１ あなたは、高齢者の状況をどう感じていますか。
（下の（１）～（２）について、右の １～５ のいずれか１つに○） 大
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問４－２ あなたは、子どもに関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。（○はいくつでも）

　１．いじめを受けること
　２．体罰を受けること
　３．虐待を受けること
　４．いじめ、体罰や虐待を見て見ぬふりをされること
　５．進学先や就職先の選択などの子ども本人の希望（意見）を大人が無視すること
　６．学力による評価が優先し、多様な能力が評価されないこと
　７．家庭の経済状況が理由で、子どもが自己実現できないこと（子どもの貧困）
      　　　　（自己実現：自分の可能性を開いたり、能力を発揮したり、希望をかなえたりすること）
　８．家庭の中で、年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負っていること（ヤングケアラー）
　９．児童買春・児童売春・児童ポルノ等の対象となること
１０．性的行為や暴力シーンを子どもに見せること
１１．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１２．特に問題はない
１３．わからない

問４－１ あなたは、子どもの様子をどう感じていますか。
（下の（１）～（３）ごとに、右の １～５ のいずれか１つに○） 幸

せ
に
過
ご
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（１）家庭では、
（２）学校では、
（３）地域（家庭や学校以外）では、
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問６－５ あなたのお子さんが被差別部落（同和地区）の人と結婚するとしたら、あなたはどうしますか。お子さんが
いない方はいるものと仮定して考えてください。（○は１つ）

　１．被差別部落の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない
　２．できれば被差別部落の人でない方がよいが、反対はしない
　３．反対するが、本人の意思が強ければやむをえない
　４．絶対に反対する
　５．わからない

あなたは、住宅を購入したり、アパートを借りるなど不動産を
選ぶ際に、価格や立地条件などが希望に沿っていても、その
他の条件により、避けることがあると思いますか。
（下の（１）～（５）ごとに、右の １～５ のいずれか１つに○）
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問６－４ （質問６－３で  「１」  ～  「１２」  を選んだ方に ）
あなたは、部落差別問題（同和問題）として、現在、どのような問題が起きていると思いますか。（○はいくつ
でも）

　１．職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること
  ２．結婚問題で周囲の反対を受けること
　３．就職・職場で不利な扱いをされること
　４．差別的な言動をされること
　５．差別的な落書きをされること
　６．身元調査をされること
　７．インターネットを利用して差別的な情報を掲載されること
　８．えせ同和行為（部落差別問題を口実に企業や官公庁等に不当な要求をする行為）など
　９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０．特に問題はない
１１．わからない

問６－８ 現在もなお部落差別が存在するのは、なぜだと思いますか。（○はいくつでも）

  １．部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから
  ２．落書きやインターネット上などで差別意識を助長する人がいるから
  ３．これまでの教育や啓発が十分でなかったから
  ４．昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから
  ５．地域社会や家庭において話題となるから
  ６．被差別部落（同和地区）の住民が行政から優遇されていると思う人が多いから
  ７．えせ同和行為（部落差別問題を口実に企業や官公庁等に不当な要求をする行為）などにより
      「怖い、やっかい」と思うから
　８．行政が研修などで教育・啓発を行なうから
  ９．部落差別はもはや存在しない
１０．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．特に問題はない
１２．わからない

（１）被差別部落（同和地区）の区域内である

（２）小学校区が被差別部落と同じ区域になる

（３）近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる

（４）近隣に外国籍住民が多く住んでいる

（５）近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある

問６－７ あなたは、同和対策審議会答申をどの程度ご存じですか。（○は１つ）

　１．よく知っている　　　　２．多少は知っている　　　　　３．あまり知らない　　　　４．知らない

◆ひとことメモ「同和対策審議会答申」
　国が同和問題（部落差別問題）の解決に向けて総合的に取り組むきっかけになったのは、同和問題が基本的人権に
かかわり、その解決は国の責務であり、かつ国民的課題であることを述べた昭和４０年のこの答申です。
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１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５
１ ２ ３ ４ ５

問６－９ あなたは、部落差別問題（同和問題）を解消するために、今後どうすればよいと思いますか。（○はいくつで
も）

  １．人権尊重の意識を一人ひとりがもっと自覚し、行動する
  ２．学校教育・社会教育を通じて人権教育・啓発活動を積極的に行なう
  ３．差別をする人や差別を助長する人を処罰する法律の制定や人権侵害を救済する制度などの充実
  ４．被差別部落（同和地区）住民が差別の現実や不当性をもっと強く社会に訴える
  ５．特別なことをする必要はなく、自然になくなっていくのを待つ
  ６．インターネットにおける差別的な書込みをする人を処罰する
  ７．えせ同和行為（部落差別問題を口実に企業や官公庁等に不当な要求をする行為）をする人を処罰する
  ８．戸籍制度を大幅に見直す・廃止する
  ９．本人通知制度を活用して身元調査を防ぐ
１０．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　）
１１．特に問題はない
１２．わからない

わ
か
ら
な
い

（１）法律や制度の上で、
（２）日常生活で、

　問７　性的少数者（ＬＧＢＴ）の人権についておたずねします

問７－１ あなたは、性的少数者（ＬＧＢＴ）に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。（○はいく
つでも）

  １．職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること
  ２．差別的な言動をされること
  ３．就職・職場で不利な扱いを受けること
  ４．アパート等の入居を拒否されること
  ５．トランスジェンダーの方がトイレ、更衣室、入浴施設等を安心して利用できないこと
  ６．じろじろ見られたり、避けられたりすること
  ７．アウティング（自らが望まない情報の暴露）をされること
  ８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ９．特に問題はない
１０．わからない

◆ひとことメモ「ＬＧＢＴ」
　Ｌ（レズビアン…女性同性愛）、Ｇ（ゲイ…男性同性愛）、Ｂ（バイセクシュアル…両性愛）、Ｔ（トランスジェンダー…身
体の性と心の性が一致しない）の４つの文字を並べた性的少数者を表わす言葉のひとつ。

問７－２ あなたは、性的少数者（ＬＧＢＴ）の人権は保障されていると思
いますか。
（下の（１）～（２）ごとに、右の １～５ のいずれか１つに○）
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問６－６ １ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

問６－５ あなたのお子さんが被差別部落（同和地区）の人と結婚するとしたら、あなたはどうしますか。お子さんが
いない方はいるものと仮定して考えてください。（○は１つ）

　１．被差別部落の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない
　２．できれば被差別部落の人でない方がよいが、反対はしない
　３．反対するが、本人の意思が強ければやむをえない
　４．絶対に反対する
　５．わからない

あなたは、住宅を購入したり、アパートを借りるなど不動産を
選ぶ際に、価格や立地条件などが希望に沿っていても、その
他の条件により、避けることがあると思いますか。
（下の（１）～（５）ごとに、右の １～５ のいずれか１つに○）
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問６－４ （質問６－３で  「１」  ～  「１２」  を選んだ方に ）
あなたは、部落差別問題（同和問題）として、現在、どのような問題が起きていると思いますか。（○はいくつ
でも）

　１．職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること
  ２．結婚問題で周囲の反対を受けること
　３．就職・職場で不利な扱いをされること
　４．差別的な言動をされること
　５．差別的な落書きをされること
　６．身元調査をされること
　７．インターネットを利用して差別的な情報を掲載されること
　８．えせ同和行為（部落差別問題を口実に企業や官公庁等に不当な要求をする行為）など
　９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０．特に問題はない
１１．わからない

問６－８ 現在もなお部落差別が存在するのは、なぜだと思いますか。（○はいくつでも）

  １．部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから
  ２．落書きやインターネット上などで差別意識を助長する人がいるから
  ３．これまでの教育や啓発が十分でなかったから
  ４．昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから
  ５．地域社会や家庭において話題となるから
  ６．被差別部落（同和地区）の住民が行政から優遇されていると思う人が多いから
  ７．えせ同和行為（部落差別問題を口実に企業や官公庁等に不当な要求をする行為）などにより
      「怖い、やっかい」と思うから
　８．行政が研修などで教育・啓発を行なうから
  ９．部落差別はもはや存在しない
１０．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．特に問題はない
１２．わからない

（１）被差別部落（同和地区）の区域内である

（２）小学校区が被差別部落と同じ区域になる

（３）近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる

（４）近隣に外国籍住民が多く住んでいる

（５）近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある

問６－７ あなたは、同和対策審議会答申をどの程度ご存じですか。（○は１つ）

　１．よく知っている　　　　２．多少は知っている　　　　　３．あまり知らない　　　　４．知らない

◆ひとことメモ「同和対策審議会答申」
　国が同和問題（部落差別問題）の解決に向けて総合的に取り組むきっかけになったのは、同和問題が基本的人権に
かかわり、その解決は国の責務であり、かつ国民的課題であることを述べた昭和４０年のこの答申です。
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問７－３ 性的少数者の方が生活しやすい社会をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいく
つでも）
  １．学校等における人権教育の充実
  ２．講演会や研修会等による啓発
  ３．チラシやポスター作成等による啓発
  ４．相談窓口の充実
  ５．同性パートナーシップ宣誓制度の導入
  ６．同性婚の法定化、制度化
  ７．差別禁止や人権侵害を救済する法律の制定
  ８．当事者支援団体への支援
  ９．当事者交流会の実施
１０．何もする必要はない
１１．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１２．わからない

◆ひとことメモ「同性パートナーシップ宣誓制度」
　一方または双方が性的少数者であるカップルに対して、地方自治体が婚姻に準ずる関係として宣誓したことを証明
する制度のこと。法的拘束力はないが、公的・民間サービスが受けやすくなる。

　問８　その他の人権についておたずねします

問８－１ あなたは、日本に居住している外国人に関することで、現在、どのような人権問題が起きていると思います
か。（○はいくつでも）

　１．職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること
　２．結婚問題で周囲の反対を受けること
　３．就職・職場で不利な扱いを受けること
　４．特定の民族に対するヘイトスピーチなど差別的な言動をされること
　５．アパート等への入居を拒否されること
　６．宿泊施設や店舗等への入店を拒否されること
  ７．風習や習慣等の違いが受け入れられないこと
  ８．じろじろ見られたり、避けられたりすること
　９．言語の問題で必要な社会的支援を受けられないこと
１０．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．特に問題はない
１２．わからない

問８－２ あなたは、エイズ患者・HIV感染者やその家族に関することで、現在どのような人権問題があると思います
か。（○はいくつでも）
　１．結婚問題で周囲の反対を受けること
　２．就職・職場で不利な扱いを受けること
　３．治療や入院を断られること
　４．無断でエイズ検査等をされること
  ５．差別的な言動をされること
  ６．アパート等への入居を拒否されること
  ７．宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること
  ８．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ９．特に問題はない
１０．わからない

問８－３ あなたは、新型コロナウイルス等の感染症に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。
（○はいくつでも）
　１．感染者やその家族に対して、差別的な言動や不当な差別的取扱いが行なわれること
　２．医療従事者などの社会や生活を支えるために不可欠な労働者やその家族に対して、差別的な言動
　　　や不利益な取扱いが行なわれること
　３．集団感染が発生した施設や感染者が所属する団体に対して、誹謗中傷が行なわれること
　４．感染者の氏名や行動を特定し、インターネット上で、誹謗中傷やデマが流されること
　５．外国や他の都道府県からの移動者が嫌がらせを受けること
　６．職場、学校などでワクチン接種の強制や、接種をしない人への嫌がらせが行なわれること
  ７．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ８．特に問題はない
　９．わからない
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問８－４ あなたは、ハンセン病患者・回復者やその家族に関することで、現在、どのような人権問題があると思いま
すか。（○はいくつでも）
　
　１．職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること
　２．結婚問題で周囲の反対を受けること
　３．就職・職場で不利な扱いを受けること
　４．治療や入院を断られること
  ５．ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが困難なこと
  ６．差別的な言動をされること
  ７．アパート等への入居を拒否されること
  ８．宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること
  ９．じろじろみられたり、避けられたりすること
１０．必要な社会的支援を受けられないこと
１１．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１２．特に問題はない
１３．わからない

問８－５ あなたは、犯罪被害者やその家族等に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。
（○はいくつでも）

　１．犯罪行為によって精神的なショックを受けること
　２．犯罪行為によって経済的負担を受けること
　３．事件について周囲でうわさ話をされること
　４．警察に相談しても期待どおりの結果が得られないこと
　５．捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること
　６．刑事手続に必ずしも被害者の声が十分反映されるわけではないこと
　７．報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなくなる
　　　こと
　８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　９．特に問題はない
１０．わからない

問８－６ あなたは、インターネットによる人権侵害に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。
（○はいくつでも）

　１．他人を誹謗・中傷する表現を掲載されること
　２．他人に差別しようとする気持ちを起こさせたり、それを助長するような情報が掲載されること
　３．ＳＮＳによる交流が犯罪を誘発する場となっていること
　４．捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真が掲載されること
　５．ネットポルノが存在していること
  ６．プライバシーに関する情報が掲載されること
　７．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　８．特に問題はない
　９．わからない

－11－

問７－３ 性的少数者の方が生活しやすい社会をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいく
つでも）
  １．学校等における人権教育の充実
  ２．講演会や研修会等による啓発
  ３．チラシやポスター作成等による啓発
  ４．相談窓口の充実
  ５．同性パートナーシップ宣誓制度の導入
  ６．同性婚の法定化、制度化
  ７．差別禁止や人権侵害を救済する法律の制定
  ８．当事者支援団体への支援
  ９．当事者交流会の実施
１０．何もする必要はない
１１．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１２．わからない

◆ひとことメモ「同性パートナーシップ宣誓制度」
　一方または双方が性的少数者であるカップルに対して、地方自治体が婚姻に準ずる関係として宣誓したことを証明
する制度のこと。法的拘束力はないが、公的・民間サービスが受けやすくなる。

　問８　その他の人権についておたずねします

問８－１ あなたは、日本に居住している外国人に関することで、現在、どのような人権問題が起きていると思います
か。（○はいくつでも）

　１．職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること
　２．結婚問題で周囲の反対を受けること
　３．就職・職場で不利な扱いを受けること
　４．特定の民族に対するヘイトスピーチなど差別的な言動をされること
　５．アパート等への入居を拒否されること
　６．宿泊施設や店舗等への入店を拒否されること
  ７．風習や習慣等の違いが受け入れられないこと
  ８．じろじろ見られたり、避けられたりすること
　９．言語の問題で必要な社会的支援を受けられないこと
１０．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．特に問題はない
１２．わからない

問８－２ あなたは、エイズ患者・HIV感染者やその家族に関することで、現在どのような人権問題があると思います
か。（○はいくつでも）
　１．結婚問題で周囲の反対を受けること
　２．就職・職場で不利な扱いを受けること
　３．治療や入院を断られること
　４．無断でエイズ検査等をされること
  ５．差別的な言動をされること
  ６．アパート等への入居を拒否されること
  ７．宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること
  ８．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ９．特に問題はない
１０．わからない

問８－３ あなたは、新型コロナウイルス等の感染症に関することで、現在、どのような人権問題があると思いますか。
（○はいくつでも）
　１．感染者やその家族に対して、差別的な言動や不当な差別的取扱いが行なわれること
　２．医療従事者などの社会や生活を支えるために不可欠な労働者やその家族に対して、差別的な言動
　　　や不利益な取扱いが行なわれること
　３．集団感染が発生した施設や感染者が所属する団体に対して、誹謗中傷が行なわれること
　４．感染者の氏名や行動を特定し、インターネット上で、誹謗中傷やデマが流されること
　５．外国や他の都道府県からの移動者が嫌がらせを受けること
　６．職場、学校などでワクチン接種の強制や、接種をしない人への嫌がらせが行なわれること
  ７．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ８．特に問題はない
　９．わからない
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　問９　学校での学習についておたずねします

あなたは、人権の各課題（部落差別問題（同和問題）、女性、
高齢者、子ども、障がい者、その他）について学校で教育を受
けましたか。
（下の（１）～（４）ごとに、右の１～４のいずれか１つに○）
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問１０ 最後に、人権が守られる社会を作るために考えられていることや、ご意見・ご要望などありましたら、ご自由
にお書きください。

　　最後までご協力くださり、ありがとうございました。
　　あなたの貴重なご意見は、今後の施策に活かしてまいります。

（１）小学校

（２）中学校（旧制の高等小学校を含む）

（３）高校（旧制の中等学校・高等女学校を含む）

（４）大学（短大・高専を含む）

　問１０　ご意見・ご要望についておたずねします
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　問９　学校での学習についておたずねします

あなたは、人権の各課題（部落差別問題（同和問題）、女性、
高齢者、子ども、障がい者、その他）について学校で教育を受
けましたか。
（下の（１）～（４）ごとに、右の１～４のいずれか１つに○）
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問１０ 最後に、人権が守られる社会を作るために考えられていることや、ご意見・ご要望などありましたら、ご自由
にお書きください。

　　最後までご協力くださり、ありがとうございました。
　　あなたの貴重なご意見は、今後の施策に活かしてまいります。

（１）小学校

（２）中学校（旧制の高等小学校を含む）

（３）高校（旧制の中等学校・高等女学校を含む）

（４）大学（短大・高専を含む）

　問１０　ご意見・ご要望についておたずねします
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